




Ⅰ.はじめに

気管支喘息の発症,経過,難治化に占める環境としての親の役割が極めて重要で

あることは,重症難治性喘息児の根本療法として,最後に頼るべき有効な手段が,

患児を「不安の多い親,家庭から離し」「新しい環境で心身のたくましさを身に

つけさせる」こと,つまり,新皮質辺縁皮質で統合される「たくましさを身につ

けることを目標にした長期入院療法であることからみても明らかである。


